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１．緒言 

近年の交通事故の特徴としてヒューマンエ
ラーが原因となるものが増加しており、漫然運
転などを含む安全運転義務違反による交通死
亡事故は全体の半数以上を占めている。そこで、
本研究では運転中のドライバの居眠り運転を
検知し、通知するシステムの開発を行い、簡易
ドライビングシミュレータを用いて運転環境
の再現を行う。 

 

２．ドライビングシミュレータ 

Fig.1(a)にドライビングシミュレータの前面、
(b)に背面からの外観を示す。運転環境の再現
に向けてWIZZAPLY社の 6軸モーションシミ
ュレータ SIMVR 6DOF（以下 SIMVR）を用い
た。SIMVR 前面には自動車操縦用コントロー
ラーの Logicool G29、後述する居眠り検知用の
Web カメラを取り付けた。各種部品を取り付
けた SIMVRの正面にモニターを置き、Unityで
開発したシミュレータソフトを操作すること
で運転環境の再現を行う。シミュレータソフト
には内部の車の動きと連動して SIMVRが動作
する機能を搭載した。 

 

３．居眠り検知 

居眠りを検知する手法として、目のアスペク
ト比を用いた。Dlibによる顔ランドマーク検出
機能により検出された目の周辺のランドマー
クは Fig.2のようになる。これらをもとに(1)式
によりアスペクト比を求めることで、居眠りの
検知が可能となる[1]。 

𝐸𝐴𝑅 =
‖𝑝2 − 𝑝6‖ + ‖𝑝3 − 𝑝5‖

2‖𝑝1 − 𝑝4‖
          (1) 

目の大きさ・形状は個人差があるため、事前に
個人の平均値を計測し、そこから算出した閾値
を用いて居眠りの検知を行う。計測された
EARと閾値のグラフを Fig.3に示す。丸で囲ん
だ連続して EARが低い個所では居眠りが疑わ
れるため、運転者に危険を通知する処理を行う。 

 

４．結言 

ドライビングシミュレータを用いた運転環
境の再現、および居眠り運転の検知を行うシス
テムの開発を行った。今後は居眠り以外に突然
の運転不能等に対応する機能を追加していく。 
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Fig.1 Driving simulator appearance 

Fig.2 Landmarks of eye 

Fig.3 Graph of EAR and threshold 
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